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日本で発足したオスマン・トルコの軍楽隊メフテル
─ 2018，日本とトルコのコラボ ─
齊藤　　武　・　Hüseyin TUNA*　・　山本　宏子　・　根岸　啓子 **
　2018年７月14日（土）・15日（日）の両日，東京と横浜で，日本初の「日本人とトルコ人
のコラボレーション」によるオスマン・トルコの軍楽隊メフテルの演奏が行われた。駐日ト
ルコ共和国大使のハサン・ムラット・メルジャン大使とインジ夫人を先頭に，メフテルとト
ルコの民族衣装を着たダンサーから成る70名のパレートが１回と，ステージでのメフテル
の演奏が２回あった。このメフテル・プロジェクトに日本側として，岡山大学教育学部音楽
教育講座の学生有志と教員の合計12 名が参加した。トルコ側は，ユヌス・エムレ・インスティ
トゥート東京（フセイン・トゥナ Hüseyin TUNA東京所長）であった。本稿は，①日本と
トルコの相互理解教育の実践例として，②学校教育における軍楽隊メフテルの学習方法の発
展に向けて，③日本とトルコのコラボレーションの更なる拡大の足掛かりとして，その経緯
を記し，分析をおこなったものである。なお，執筆を分担したので（　）内に担当者名を記
した。
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第１ 章　日本におけるメフテル・プロジェクトの意
義（Hüseyin TUNA）
１．Japonya’da Mehter〔トルコ語バージョン〕
　‘Ceddin Deden’ marşı, bundan yaklaşık 40 yıl önce 
devlet kanalında yayınlanan ‘Ashura No Gotoku’ 
adlı dizinin fon müziği olarak kullanılmış ve Chugai 
Seiyaku firmasına ait bir enerji içeceğinin reklam 
müziği yapılmış.
　Mehter’i yakin tarihte Japonya’ya getiren Yunus 
Emre Enstitüsüdür.. 2014 yılında Harbiye Askeri 
Müzesinin Mehterinin verdiği konser ve yaptıkları 
yürüyüş çok büyük ilgi ile karşılanmıştır.
　Her seferinde Türkiye’den 50 kişilik bir kadroyu 
Japonya’ya getirmek ve burada konaklamalarını 
sağlamak çok yüksek bir bütçe gerektirdiği için 
Yunus Emre Enstitüsü Japonya olarak burada bir 
mehter takımı kurmaya karar verdik. 
　Burada sıfırdan bir Mehter kurmak ekonomik 
kaygılardan ziyade takımda yer alacak öğrenciler için 
de bulunmaz bir fırsat olacak diye düşündük. 100.000 
kişiden fazla insanın izleyeceği bir performansta yer 
alma fırsatı ve uluslararası kültürel etkileşimi birinci 
elden yaşama fırsatı öğrencilerin gelişimi için de 
oldukça önemlidir diye düşündük.
　Türkiye ile yazışmalar yapıp gerekli bütçeyi 
ayarladıktan sonra Türkiye'de profesyonellere 
hizmet veren yerlerden mehter Enstrümanları ve 
kıyafetleri sipariş ettik. Bir takım Japon sanatçıları 
Mehter eğitimi için Türkiye’ye yolladık. Bu temeli 
oluşturduktan sonra Japon üniversiteleri ile iletişime 
geçtik. Okayama Üniversitesi’nden Yamamoto 
岡山大学大学院教育学研究科　芸術教育学系　700−8530　岡山市北区津島中３−１−１
*ユヌス・エムレ　インスティトゥート東京　151−0065　東京都渋谷区大山町１−19−２F
**岡山大学　基幹教育センター（非常勤講師）　700−8530　岡山市北区津島中3−1−1
Ottoman-Turkish Military Band Mehter Established in Japan.
Takeshi SAITO, Hüseyin TUNA*, Hiroko YAMAMOTO, and Keiko NEGISHI
Division of Art Education, Graduate School of Education, Okayama University, 3-1-1 Tsushima-naka, Kita-ku, Okayama 
700-8530
*Yunus Emre Institute Tokyo. 1-19 Oyama-cho, Shibuya-ku, Tokyo. 151-0065
**Center For Liberal Arts and Language Education, Okayama University. 3-1-1 Tsushima-naka, Kita-ku, Okayama. 700-8530
青木多寿子 ・ 中富 尚宏 ・ 徳田 智代 ・ 森本 篤
− 50 −
ラーの養成に関する一考察 –米国大学院におけ
るスクールカウンセラー養成プログラム経験をも
とに– 東京大学大学院教育学研究科紀要 38,
327-336.
丹治光浩（2004）．連携の成功と失敗 丹治光浩・
渡辺未沙・藤田美枝子・川瀬正裕・大場義貴・野
田正人 心理臨床実践における連携のコツ 星和
書店 3−28.
徳田智代（2006）．常勤カウンセラー配置による教
職員との連携・協働関係の形成 学生相談研究，
27（1），25−37.
徳田智代（2018）．学生相談カウンセラーと教職員
との連携・協働関係構築の工夫 久留米大学心理
学研究，17，71-77．
渡辺三枝子（1992）．進路相談 宮内博（編）学校
進路指導概論 文雅堂銀行研究社 pp.327-346.
吉川悟・東豊（2001）．システムズアプローチによ
る家族療法のすすめ方 . ミネルヴァ書房 . p.22.
─────────────
ⅰ本稿は，日本心理学会第81回大会のシンポジウム
で発表した内容を大幅に加筆修正したものである。
ⅱこのモデルでは，個人は４つのシステムの中に同
時に存在することになる。その４つとは，家族，教
室，仲間，ご近所などの直接かかわるマイクロシス
テム，これら2つ以上の直接的な関係をつなぐ，間
にある関係としてのメゾシステム，次に母親の就業
や仕事，学校や医療システムの違い，所属するコミュ
ニティの違いなど ,間接的に影響を及ぼすエクソシ
ステム ,最後に国の習慣や経済状況，文化的な価値
など，文化的な環境としてのマクロシステムである。
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Hoca’nın çabaları ile oradaki öğrencileri de içine 
alan bir mehter grubu kurduk ve provalar yaptık. 
Shiba Park ve Yokohama Yamashita park’ta 
sergilediğimiz performans Japon halkından büyük 
ilgi gördü.
　Bu projeyi daha da geniş let ip daha fazla 
öğrencinin katılımı ile daha da görkemli bir hale 
getirmek istiyoruz.
２．Mehter in Japan〔英語バージョン〕
　About 40 years ago ‘Ceddin Deden’ march, was 
used as the main BGM in a National TV series 
called ‘Ashura No Gotoku’ and many other 
commercials now and then.
　In Modern Japan however the debut of Mehter 
Band is by Yunus Emre Institute in 2014. Harbiye 
Military Museum Mehter Band performed on stage 
and also march through the streets of Tokyo which 
was viewed by many. In order to be able to perform 
more than once a year, our institute decided to form 
the Mehter Band from students in Japan instead of 
bringing 50 people from Turkey every time.
　This intercultural cooperation would benefit the 
students, teachers and the schools involved as it 
would allow the participants to experience cross-
cultural interactions first hand, cooperation through 
music, and the opportunity to perform in front of 
100.000+ audience.
　This would also allow to have a more flexible 
budget as there won’t be a need to brıng 50 people 
from abroad and accomodate in Japan.
　After we made the arrangements with Turkey for 
the instruments and the costumes, we sent 
professional musicians from Japan to Turkey to 
learn more in depth theory and to have the chance 
to practice with the original bands. When the base 
was solid enough to built upon, we got in contact 
with the universities in Japan. With the countless 
efforts of Ms. Yamamoto from Okayama University 
we managed to form a Mehter Band in Japan in 
2018. We had performances on Shiba Park in 
Minato and Yamashta Park in Yokohama. We would 
like to expand our band with the participation from 
many more.
３．日本におけるメフテル〔日本語訳〕
　行進曲〈ジェッディン・デデンCeddin Deden〉は，
約40年前にNHKで放送された『阿修羅のごとく』
という番組のバックグラウンドミュージック，そし
て多くのコマーシャルで使われた。
　ユヌス・エムレ・インスティトゥートでは，2014
年に日本でメフテルを紹介した。ハービャ・アスケ
リ・ミュゼスィ Harbiye Military Museum（軍事博
物館）所属のメフテルは，ステージで演奏をしただ
けでなく，東京の多くの通りでパレートをおこなっ
たので，非常に多くの人々が鑑賞した。
　トルコから毎回50名のメフテルのメンバーを呼
び寄せるには，莫大な経費を必要とする。パフォー
マンスの回数を増やすために，私たちのインスティ
トゥートは，日本の学生たちによるメフテルを結成
することにした。
　私たちが，ゼロからメフテルを組織することは，
メフテルに参加する学生のための良い機会となるで
あろう。10万人を超える聴衆の前で演奏する機会
と国際文化交流の機会は，学生たちの成長にとって
非常に重要であると考える。
　トルコから50名のメフテルのメンバーを呼び寄せ，
宿泊させる必要がなくなると，予算に余裕ができた。
　トルコから楽器や衣装を取り寄せる手配をしたあ
と，私たちはプロのミュージシャンをトルコに派遣
した。彼は，メフテルのより深い理論を学び，また
本物のメフテル・バンドと一緒に練習をした。
　このようにメフテルの拠点づくりをしてから，い
くつかの日本の大学に声をかけた。岡山大学の山本
氏の努力の結果，私たちは日本でメフテルを立ち上
げることとなった。
　東京港区の芝公園と横浜の山下公園のパフォーマ
ンスに，日本人からの大きな反響があった。
　私たちは，このプロジェクトをいっそう拡大し，
より多くの学生に参加して貰い，忘れられない経験
をして貰いたいと考えている。
〔翻訳：山本。トルコ語バージョンと英語バージョ
ンの両方に基づいて翻訳した。〕
第２章　プロジェクトがスタートするまで（山本）
１．メフテルの募集情報
　このメフテル・プロジェクトのメンバーである山
本宏子は，2015年から科研の助成を受けて「オス
マン軍楽隊メフテルのヨーロッパ社会への受容にみ
る太鼓文化の象徴性と機能の変容」（15K02114，基
盤研究（C），2015年～ 2019年）の研究を継続して
いる。2018年１月31日に，山本あてに東京在住の
研究協力者から，トルコ・ラジオ・テレビ協会オフィ
シャルサイト（TEMMUZ）が発信した以下のよう
な情報がもたらされた。長くなるが全文を掲載する。
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　「オスマン帝国時代の『メフテル軍楽隊』を日本
で結成すると表明したのは，日本でトルコの文化や
言語の紹介に努めるトルコの公的機関ユヌス・エム
レ・インスティトゥート東京。しかし，その詳細は
全く明かされていない。
　ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京は，２
月２日金曜日13時30分から15時（日本時間）に東
京ジャーミイ・トルコ文化センター１階のホールで
行われる『「軍楽隊についての説明会』で，日本で
結成されるメフテル軍楽隊の全貌を明らかにする。
さらに，ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京
は，メフテル軍楽隊に関心がある人のために『軍楽
隊演奏体験』も企画した。これは，２月４日日曜日
18時（日本時間）に，東京ジャーミイ・トルコ文
化センターの地下で行われる。
　メフテル軍楽隊の結成に合わせて現在，ユヌス・
エムレ・インスティトゥート東京の主催により，『メ
フテル軍楽隊楽器衣装展示会』が開催されている。
１月26日金曜日に始まった展示会は，東京ジャー
ミイ・トルコ文化センター１階のホールで２月28
日水曜日まで開催される」〔TEMM UZ 2018〕。
　この募集は，山本にとって，メフテルの資料収集
のために願ってもないチャンスだった。しかし，情
報を得た日からあまりにも開催日が接近していたた
め，スケジュール調整が不可能で上京できなかった。
そこで，ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京
（以下，必要に応じてインスティトゥートと省略）
に電話をして，２月２日の説明会も２月４日演奏体
験にも参加できないが，メフテルに応募したい旨伝
え，練習日が確定したら知らせてもらえるように頼
んだ。その際，楽器と衣装の撮影の許可を得て，後
日『メフテル軍楽隊楽器衣装展示会』で写真資料を
作成することができた。
　その後，インスティトゥートに，山本研究室で作
成したトルコの民族舞踊ホロンの学習用DVDを進
呈した。これは，2008年にトルコのイスタンブー
ルで山本がホロンを習う過程を記録した映像から，
岡山大学の音楽教育講座の院生・体育教育講座の院
生・ダンスクラブの学生が振り附けを覚えて，それ
をコピーして踊った部分練習用の映像と完成映像を
収録したものである。
２．ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京
　ところで，この募集主であるインスティトゥート
はどのような組織であろうか。ユヌス・エムレ・イ
ンスティトゥートYunus Emre Enstitüsüは，2007 
年に創設されたユヌス・エムレ財団Yunus Emre 
Foundationが設立したもので，トルコの首都アン
カラに本部がある。その東京オフィスがユヌス・エ
ムレ・インスティトゥート東京だ。ホームページに
は，以下のように紹介されている。
　「ユヌス・エムレ財団／インスティトゥートは，
トルコ共和国で2007年５月５日に公布された第5653
号法令に基づいて設立された公的機関です。ユヌス・
エムレ インスティトゥートは，トルコの言語，歴史，
文化，芸術を世界に紹介し，トルコへの留学支援や，
トルコと他の国々との間における文化交流を促進す
ることを目的としています。ユヌス・エムレ イン
スティトゥートは，公的機関として文化活動を行う
にあたって海外各国に文化センターを開設し，トル
コに関する研究支援も行っています。2009年以降
活動を開始以降現在，世界56 ヵ所にセンターを有
しています。既に海外の各センターでは，それぞれ
トルコ語教育や文化活動が実施されており，トルコ
語学科を有する各国の大学や学術機関との協力も行
われています。これまで，多くの学術交流や文化活
動が行われ，その取り組みは高い評価を受けていま
す」〔ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京2018〕。
　このインスティトゥートは，トルコ文化センター
東京の名称でも活動している。なお，企業が経営し
ている東京新宿のトルコ文化センター（TCC）や
大阪トルコ文化センター（TCC），NPO法人がおこ
なっているトルコ文化センター，そして駐日本国ト
ルコ共和国大使館所属のモスク東京ジャーミイのト
ルコ文化センターとは，別の組織であることを付け
加えておく。
３．メフテルとは
　メフテルは，オスマン帝国の最強常備歩兵親衛軍
資料１　メフテル募集のチラシ
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団イェニチェリに属していた軍楽隊である。オスマ
ン軍は，1529年の第一次，1683年の第二次の２度
にわたってウィーンを包囲した。その際，メフテル
軍楽隊が伝わり，ヨーロッパに軍楽隊が生まれたと
いうのが定説になっている。メフテルは戦場以外で
も演奏された。たとえば，1720年に，アフメット
Ahmed三世（在位1703 ～ 1730）の４人の息子の割
礼の祝祭が執り行われ，そのときのメフテルのパ
レードの細密画が残されている。（山本2017：130）。
なお，メフテルは日本の音楽教育のなかで教材とし
て取り上げられているのは周知のことである。
第３章　大学プロジェクト型への変更（山本）
１．一般公募型メフテル―進まない練習の問題点
　2018年４月16日（月）に，本プロジェクトのメ
ンバーである根岸啓子と共に，インスティトゥート
の東京都港区のオフィスを訪ねた。根岸は，岡山大
学教養教育「能楽入門」の非常勤講師で，能笛の演
奏家・研究家である。この訪問の当初の目的は，岡
山大学で民族舞踊ホロンのワークショップができな
いか，そのための講師を紹介してもらえないかとい
う相談のためだった。
　フセイン・トゥナ所長と話しているうちに，メフ
テルのことに話が及び明らかになったのは，公募で
集まったトルコ人と日本人の練習は遅々として進ん
でいないということであった。理由として，
　①　 練習日程の調整が難しい。トルコ人も日本人
も社会人は，商売をしていたりサービス業だっ
たりして，休みが同じ曜日ではない。また，
毎週練習に参加することが不可能な人がいる。
　②　 音楽の経歴が異なり，音楽能力も異なる。楽
譜が読めない人もいる。
　③　 初心者に合わせて細かく指導するためには，
指導者が足りない。
　④　 トランペットのボルboruやリード楽器のズ
ルナzurnaは，旋律が吹けるようになるまで，
相当な訓練期間が必要である。
などが考えられた。
２ ．大学プロジェクト型メフテル―音楽教育講座の
特徴を生かして
　トゥナ所長は，練習が進まないという問題の解決
ために，一般公募ではなく大学単位でメフテルをす
ることへの変更を考えていた。確かに大学プロジェ
クト型にすると以下のようなメリットが考えられる。
　①　 すでに，なんらかの集団になっている学生が
参加する。
　②　大学生だと連絡が取り易い。
　③　 大学生だと学年歴や学校行事に合わせて，練
習スケジュールや発表の日程が組める。
　さらに，音楽教育講座の学生のメリットとして，
　④　すでに音楽を学んでいる。
　⑤　教材として「世界の音楽」に興味がある。
　トゥナ所長から，岡山大学で民族舞踊ホロンでは
なくメフテルのワークショップをしてみないか，さ
らには，学習成果をパレードという形で披露してみ
ないかという提案を受けた。しかも，３ヶ月後の７
月14日・15日に演奏披露が可能なイベントがある
という。それに対して，山本と根岸からプロジェク
トを立ち上げることの問題点を以下のように指摘し
た。それに対するトゥナ所長の解決案を続けて記す。
問 題点Ａ：音楽教育講座では，打楽器は演奏できる
ようになるだろうが，トランペットやリード楽器
ズルナは短期間では難しい。
解 決案Ａ：ズルナは東京在住の日本人の奏者２名に
担当してもらうことができる。また，学生がやり
たければ彼らが指導することができる。楽器を貸
し出すことができる。
問 題点Ｂ：太鼓ダウルは，山本研究室が１台だけ所
有している。シンバルもオーケストラ用のものが
１台ある。しかし，鍋型太鼓ナッカーレはない。
代用楽器もない。
解 決案Ｂ：すぐに宅急便でナッカーレを山本研究室
に送る。
問 題点Ｃ：東京と岡山は遠いので，ズルナ奏者と合
わせて練習することができない。
解 決案Ｃ：東京から岡山大学に，ズルナ奏者を派遣
する。
問 題点Ｄ：メフテルの軍楽には合唱が付く。しかし，
トルコ語の歌詞を覚えることは，不可能である。
解 決案Ｄ：トルコ語にカタカナでルビを振る。
問 題点Ｅ：メフテルは本来男性だけの演奏集団であ
る。音楽教育講座には，男子学生が少ないので，
10人前後しか参加者を揃えられない。
解 決案Ｅ：特別な演奏技術を必要としない簡単な体
鳴楽器チャウゲンは，東京在住のトルコ人が担当
する。
　ここまでの話し合いで，山本と根岸は日本人の学
生によるメフテル軍楽隊が可能かも知れないと思え
てきた。ただし，マネージメントは音楽学の山本が
するにしても，実技練習のコントロールまでは無理
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である。そこで，話し合いを中断して，音楽教育講
座の作曲の教員齊藤武にその場で電話をした。齊藤
は作曲のだけでなく，合奏や指揮法も教えているの
で，メフテルの指導に適任と考えた。幸いなことに，
齊藤の意見も同じだった。音楽教育講座の男子学生
の有志を募って，メフテル・プロジェクトを開始す
ることになった。
第４章　練習に先立っての準備（山本）
１．楽曲の選定
　2018年４月18日（水）に，インスティトゥート
から，鍋型太鼓ナッカーレ１台が届いた。メフテル
の31曲の楽譜も届いた。さらに，メールで以下の
ような14曲分の参考となるYouTubeのアドレスが
送られてきた。
　まず，演奏楽曲の選定を開始した。楽譜のなかに
は，微分音（半音より幅の狭い音程）を含むものが
あり，演奏が難しいと思われたので省いた。また，
５拍子，６拍子，７拍子，９拍子の楽曲があったが，
これで行進するかどうか分からないので，これも省
いた。楽譜は旋律と歌詞のみで，打楽器のリズムは
表記されていない。それで，上記の音源を聞きなが
ら，打楽器のリズムも考慮に入れて，以下の４曲を
選んだ。楽譜が無いものは，ズルナ奏者や山本が音
源から採譜をしたものを使用した。なお，日本とト
ルコの友好を象徴する楽曲として〈さくらさくら〉
を加えた。
①Ceddin Deden（ジェッディン・デデン）
②Genç Osman（ゲンチ・オスマン）
③Hücum Marşı（ヒュジュム・マルシュ）
④  Yelkenler Biçilecek（イェルケンレール・ビチレ
ジェック）
⑤さくらさくら
２．楽譜の整備
　選曲した楽曲を，トランペットとズルナの音高を
考慮して移調した。トランペット奏者は岡山，ズル
ナ奏者は東京という，イレギュラーな練習となって
しまったので，学生に確認しながらズルナ奏者と
メールで相談し音高を合わせることに細心の注意を
払った。
　打楽器のリズムは，YouTubeから山本が採譜を
した。本来は，唱歌（口唱歌，口太鼓とも）がある
と思われる。しかし，今回は時間がなくて現地トル
コの奏者に確認することができなかったので，次善
の策として，YouTubeから奏者の動きを読み取り，
リズム譜だけでなく，独自の演奏譜タブラチュアも
作成した。リズム楽譜とタブラチュアの整備が，今
後の課題として残った。
資料２　参考楽曲のアドレス
①Ceddin deden：https://www.youtube.com/watch?v=Y4o7ttdxdKk
②Mehterhane i Hakani Marşı：https://www.youtube.com/watch?v=Ie7mtOMJsg0
③Buna er meydanı derler：https://www.youtube.com/watch?v=5IcP3WWGrF8
④Genç osman：https://www.youtube.com/watch?v=_LC-PyW5R_A
⑤Tekbir ve cenk marşı：https://www.youtube.com/watch?v=-qqu4yftFEQ
⑥Estergon Kalası：https://www.youtube.com/watch?v=9orSInmD2F0
⑦Yelkenler Biçilecek：https://www.youtube.com/watch?v=PD9wqHf4P_s
⑧Bolu Beyi：https://www.youtube.com/watch?v=RdeuuHljEwU
⑨Hoşgelişler ola：https://www.youtube.com/watch?v=JerFRIbLIBs
⑩Devlet Marşı：https://www.youtube.com/watch?v=pHSv-E_33nE
⑪Fetih Marşı：https://www.youtube.com/watch?v=E9J6xQLqtQU
⑫Sancak Marşı：https://www.youtube.com/watch?v=0Ied0m4K5qg
⑬Tarihi Çevir：https://www.youtube.com/watch?v=Z3-X-5ZQo8M
⑭Mehter Vuruyor：https://www.youtube.com/watch?v=y68YAbuYuFM
資料３　タブラチュアの一例
タブラチュア Tablature 版
１．Ceddin Deden ジェッディン・デデン （祖先も父も）
採譜・作譜：山本宏子
○＝右手Ｒ Sağ el ●＝左手ＬSol el ◎＝両手Ｂ Iki el
ナッカーレNakare
４ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（鍋型太鼓 kettledrums） ４ ○ ○ ○ ○
Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
 ○● ○ ○ Ｒ  Ｒ
Ｌ Ｒ  Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
 ○● ○ ○ Ｒ
ＲＬ Ｒ Ｒ
４ ● ● ● ● ● ●
４ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ダウル Davul
（両面太鼓
double -headed drum）  Ｒ Ｒ Ｒ Ｌ Ｌ Ｌ Ｒ Ｒ Ｒ Ｌ Ｌ Ｌ
４ ◎  ◎  ◎  ・ ◎ ◎  ◎  ・
ズィル Zil
（シンバルcymbal） ４
Ｂ Ｂ Ｂ ・ Ｂ Ｂ Ｂ ・ 
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団イェニチェリに属していた軍楽隊である。オスマ
ン軍は，1529年の第一次，1683年の第二次の２度
にわたってウィーンを包囲した。その際，メフテル
軍楽隊が伝わり，ヨーロッパに軍楽隊が生まれたと
いうのが定説になっている。メフテルは戦場以外で
も演奏された。たとえば，1720年に，アフメット
Ahmed三世（在位1703 ～ 1730）の４人の息子の割
礼の祝祭が執り行われ，そのときのメフテルのパ
レードの細密画が残されている。（山本2017：130）。
なお，メフテルは日本の音楽教育のなかで教材とし
て取り上げられているのは周知のことである。
第３章 大学プロジェクト型への変更（山本）
１．一般公募型メフテル―進まない練習の問題点
2018年４月16日（月）に，本プロジェクトのメ
ンバーである根岸啓子と共に，インスティトゥート
の東京都港区のオフィスを訪ねた。根岸は，岡山大
学教養教育「能楽入門」の非常勤講師で，能笛の演
奏家・研究家である。この訪問の当初の目的は，岡
山大学で民族舞踊ホロンのワークショップができな
いか，そのための講師を紹介してもらえないかとい
う相談のためだった。
フセイン・トゥナ所長と話しているうちに，メフ
テルのことに話が及び明らかになったのは，公募で
集まったトルコ人と日本人の練習は遅々として進ん
でいないということであった。理由として，
① 練習日程の調整が難しい。トルコ人も日本人
も社会人は，商売をしていたりサービス業だっ
たりして，休みが同じ曜日ではない。また，
毎週練習に参加することが不可能な人がいる。
② 音楽の経歴が異なり，音楽能力も異なる。楽
譜が読めない人もいる。
③ 初心者に合わせて細かく指導するためには，
指導者が足りない。
④ トランペットのボルboruやリード楽器のズ
ルナzurnaは，旋律が吹けるようになるまで，
相当な訓練期間が必要である。
などが考えられた。
２．大学プロジェクト型メフテル―音楽教育講座の
特徴を生かして
トゥナ所長は，練習が進まないという問題の解決
ために，一般公募ではなく大学単位でメフテルをす
ることへの変更を考えていた。確かに大学プロジェ
クト型にすると以下のようなメリットが考えられる。
① すでに，なんらかの集団になっている学生が
参加する。
② 大学生だと連絡が取り易い。
③ 大学生だと学年歴や学校行事に合わせて，練
習スケジュールや発表の日程が組める。
さらに，音楽教育講座の学生のメリットとして，
④ すでに音楽を学んでいる。
⑤ 教材として「世界の音楽」に興味がある。
トゥナ所長から，岡山大学で民族舞踊ホロンでは
なくメフテルのワークショップをしてみないか，さ
らには，学習成果をパレードという形で披露してみ
ないかという提案を受けた。しかも，３ヶ月後の７
月14日・15日に演奏披露が可能なイベントがある
という。それに対して，山本と根岸からプロジェク
トを立ち上げることの問題点を以下のように指摘し
た。それに対するトゥナ所長の解決案を続けて記す。
問題点Ａ：音楽教育講座では，打楽器は演奏できる
ようになるだろうが，トランペットやリード楽器
ズルナは短期間では難しい。
解決案Ａ：ズルナは東京在住の日本人の奏者２名に
担当してもらうことができる。また，学生がやり
たければ彼らが指導することができる。楽器を貸
し出すことができる。
問題点Ｂ：太鼓ダウルは，山本研究室が１台だけ所
有している。シンバルもオーケストラ用のものが
１台ある。しかし，鍋型太鼓ナッカーレはない。
代用楽器もない。
解決案Ｂ：すぐに宅急便でナッカーレを山本研究室
に送る。
問題点Ｃ：東京と岡山は遠いので，ズルナ奏者と合
わせて練習することができない。
解決案Ｃ：東京から岡山大学に，ズルナ奏者を派遣
する。
問題点Ｄ：メフテルの軍楽には合唱が付く。しかし，
トルコ語の歌詞を覚えることは，不可能である。
解決案Ｄ：トルコ語にカタカナでルビを振る。
問題点Ｅ：メフテルは本来男性だけの演奏集団であ
る。音楽教育講座には，男子学生が少ないので，
10人前後しか参加者を揃えられない。
解決案Ｅ：特別な演奏技術を必要としない簡単な体
鳴楽器チャウゲンは，東京在住のトルコ人が担当
する。
ここまでの話し合いで，山本と根岸は日本人の学
生によるメフテル軍楽隊が可能かも知れないと思え
てきた。ただし，マネージメントは音楽学の山本が
するにしても，実技練習のコントロールまでは無理
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第５章　練習と本番（山本・根岸）
１．練習開始
　2018年４月25日（水）。音楽教育講座の北音楽棟
３階ホール。
　学生にプロジェクトについて説明をし，打楽器の
リズム練習を開始した。メフテル独特の「右左右・」
「左右左・」というステップで歩きながら，リズム
を打つ練習をした。実際にやってみると，以下のよ
うないくつかの問題がでてきて，インスティトゥー
トとメールでしばしば相談した。
①　 鍋型太鼓ナッカーレの正しい持ち方が分からな
い。演奏中にブラブラ揺れてしまう。ナッカー
レに何らかの細工が必要と思われた。
②　 行進を始める合図，終わる合図は誰が出すのか。
指揮者にあたるメフテル・バシュの役は誰がす
るのか。
③　 大学のオーケストラ用のシンバルは，大きくて
とても重くて，歩きながら打つ練習には使えな
いことがわかった。練習のために，シンバルの
ジルを借りたい。ナッカーレももう１台借りた
い。
２．トゥナ所長とズルナ奏者の来学
　2018年５月26日（土）。10:00 ～ 15:30。音楽教育
講座の北音楽棟３階ホール。
　楽譜を配って，練習を開始した。11:00ごろトゥ
ナ所長とズルナ奏者１名が東京から来学し，練習に
参加した。トランペットとズルナは音程が合ってい
て問題は起きなかった。たとえカタカナでルビを
ふってあっても，学生たちはトルコ語での合唱は無
理とわかったので，トゥナ所長がマイクを使って
歌った。パレード当日は，東京在住のトルコ人たち
が歌うことになったが，楽器の音にかき消されてし
まう可能性があるのでマイクを用意することになっ
た。学生たちには，次回の練習までに５曲の旋律を
覚えておくように伝えた。特に，トランペットの学
生は，５曲の旋律が吹けるように練習するように伝
えた。
３．練習の継続
　６月15日（金），６月19日（火），７月４日（水）
に，各２時間ぐらいずつ練習をおこなった。
　７月４日の練習後に，ナッカーレやジルを宅急便
でインスティトゥートへ送り返した。
４．日本主催とトルコ主催のイベントに出演
　これまで別々に練習してきた３つのグループ，①
岡山の学生・教員のグループ，②東京の日本人ズル
ナ奏者２名，③東京のトルコ人の合唱グループが，
リハーサルで初めて合同で演奏をした。問題だった
ナッカーレは，補強が成され持ちやすくなっていた。
　７月14日（土）には「トルコ　フェスティバル」（主
催：トルコ経済省他），７月15日（日）には「Yokohama 
sparkling Twilight 2018」（主催：横浜スパークリン
グトワイライト実行委員会，横浜市，横浜商工会議
所，横浜港振興協会他）に出演した。前者はトルコ，
後者は日本と，両国がそれぞれ主催したイベントに
出演できた意義は大きいと考える。
①７月14日（土）「トルコ フェスティバル」
12：00　 リハーサルスタジオ（東京都港区麻布十番）
に現地集合した。
12：00−  16：00　リハーサル（途中休憩あり）を
おこなった。
16：00　 リハーサル会場から東京都港区芝公園のイ
ンスティトゥートのオフィスへタクシーで
移動した。出演者は，メフテルの衣装に着
替えた。
16：00　 インスティトゥートのオフィスから東京都
港区芝公園へ徒歩（数分）で移動した。
　 ステージでメフテルを演奏した。
　 演奏終了後に芝公園からホテルへ電車で移
動した。
②７月15日（日） 「Yokohama sparkling Twilight
2018」
９：00　 朝食後，ホテルを出発し，電車で横浜の山
下公園に移動した。楽器と衣装はインス
ティトゥートが移動した。
12：30　控室のテント入りし，衣装に着替えた。
13：35　パレードスタート位置でスタンバイした。
14：20−  14：50　駐日トルコ共和国大使を先頭に
パレードでメフテルを演奏した。パレー
ド終了後ステージへ移動して，スタンバ
イした。
15：35−  15：55ステージでメフテルを演奏した。
駐日トルコ共和国大使を囲んで記念撮影
をした。
16：30−  17：30　テントに戻り，着替えて解散した。
第６ 章　メフテル軍楽隊音楽の学生との練習過程
（齊藤）
１．メフテル軍隊音楽の習得可能かどうかの判断
　ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京からの
依頼を受けて練習を開始するにあたり，専門の指導
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者，演奏者が通常いない状況で，岡山大学音楽教育
講座の学生たちであっても，実際に短期間の練習で
実現可能かどうか山本から相談を受けた時，齊藤は
可能であると判断し返答した。
　その理由として，まず最も拠り所となったのは，
旋律の五線楽譜と山本が採譜したリズム楽譜の存在
であった（譜例１，２）。音楽教育講座の学生にとっ
て楽譜が既にあるかどうかは非常に重要で，また精
神的な支柱になる。それは西洋楽譜であるが，トル
コ・メフテル軍隊音楽の場合，ヨーロッパに近く五
線楽譜でも比較的音楽の雰囲気が理解しやすい。ま
たリズムがそれほど複雑ではないのと，反復が多い
ので，楽譜があれば習得は比較的容易であると考え
た。
　しかし民族音楽であるので，独特の音程感，リズ
ム感，間の取り方など，楽譜だけでは，その音楽の
持つ雰囲気，独特の香りのような表現を出すことが
難しい部分もあることは確かである。そこで，現代
の視聴環境が格段に整備されていて，実際のメフテ
ルの演奏風景，音楽を簡単にYouTubeで鑑賞でき
るようになっている点に注目した。若い学生たちに
とっては，各自スマホで視聴でき，そういった部分
も直ぐに習得可能で，さらに練習時間の短縮にも繋
がるであろうと考えた。以上２点が短期間の練習で
も習得可能であろうと判断した理由となっている。
２．構成メンバーの成立とLINEの利用
　当初は毎年行っている校外学習として授業の一環
として企画し，女子学生を含む１年生で構成しよう
と考えていた。しかしイスラム文化圏の厳格な風習
から，女性を入れてはならないという連絡が入り，
もともと男子学生が少ない音楽教育講座では，イン
スティトゥート側が希望している10名前後の人数
を集めるには，音楽教育講座全学年の男子学生に集
合をかけなければならなくなった。しかも４年生は，
日程が教員採用試験と重なり無理であったので，１
年生２名，２年生２名，３年生２名と大学院生１名，
計７名に声をかけた。幸いにも全員が参加可能であ
るという返事があり，さらに旋律を担当するトラン
ペットは，合奏の授業に参加している工学部と文学
部の男子学生が参加可能であることがわかり，筆者
も含め，ほぼトルコ側が希望する10名で構成でき
ることになった。
　ただ，練習日程を組むことは，現代の忙しい学生
の状況に加え，学年を越え，他学部にまたがる編成
メンバーのため連絡を取り合い，日程を合わせるこ
との困難さに直面した。しかしこれも齊藤が10名
のメンバーでLINEグループを作り，連絡を取り合
う事で解決した。さらに１.で述べたYouTubeで実
際に演奏する曲を探したところ，ほぼすべて存在し
ていることがわかり，その中で最も優れていると思
われる動画を選択し，そのURLをLINEに貼り，
全員で演奏曲を共有した。
３．学生への教育と練習そして本番での成果
　音楽講座の学生達にとって，トルコ行進曲といえ
ば，モーツァルトとベートーヴェンのイメージが濃
厚である。当時トルコ軍楽隊はヨーロッパ遠征に随
行し，西欧の各宮廷に知られるようになっていた。
モーツァルトやベートーヴェン等，当時のウィーン
の作曲家がどの程度実際の演奏を聴いて，その音楽
を意識して作曲していたかは，はっきりわかってい
ない。ただ西洋音楽イタリア楽典用語としての「alla 
truca」（トルコ風に）は，多くの古典派の作曲家が
楽譜に使用している。今回メフテルの音楽の練習に
際し，以下ウィーン古典派３大巨匠のクラシック音
楽における楽曲と関連性，また現代との相違を説明
した。
ハイドン
・交響曲第100番《軍隊》
モーツァルト
・ピアノ・ソナタ第11番3楽章《トルコ行進曲》最
も親しまれている。
・ヴァイオリン協奏曲第5番《トルコ風》3楽章後
半
・オペラ《後宮からの誘惑》オペラ全体がトルコ風
を意識して作曲されている。
ベートーヴェン
・劇付随音楽《アテネの廃墟》の行進曲，ピアノ練
習過程で良く演奏される。
・交響曲第3番4楽章の一部
・交響曲第9番4楽章の一部
以上に加え，さらにブルグミュラーのトルコ風ロン
ド等は，子供時代ピアノの発表会などで弾いている
学生もいた。
　このように当時のオスマン帝国軍楽隊メフテル
ハーネは，西洋諸国の軍楽隊成立に影響を与え，マー
チの源流になった。
　しかし，1826年，メフテルハーネが，近代の軍
楽隊に相応しくないと放棄され，逆に西洋式軍楽が
奏されるようになった。そこで一旦消滅したわけだ
が，20世紀に入り，再度評価が見直され，今に伝
わる音楽が新たに創られてきたわけである。
　我々が今耳にするメフテルの音楽は，どの程度原
型が存しているのかわからないわけだが，モーツァ
ルトなど当時の作曲家に影響を与えた事実を認識
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第５章 練習と本番（山本・根岸）
１．練習開始
2018年４月25日（水）。音楽教育講座の北音楽棟
３階ホール。
学生にプロジェクトについて説明をし，打楽器の
リズム練習を開始した。メフテル独特の「右左右・」
「左右左・」というステップで歩きながら，リズム
を打つ練習をした。実際にやってみると，以下のよ
うないくつかの問題がでてきて，インスティトゥー
トとメールでしばしば相談した。
① 鍋型太鼓ナッカーレの正しい持ち方が分からな
い。演奏中にブラブラ揺れてしまう。ナッカー
レに何らかの細工が必要と思われた。
② 行進を始める合図，終わる合図は誰が出すのか。
指揮者にあたるメフテル・バシュの役は誰がす
るのか。
③ 大学のオーケストラ用のシンバルは，大きくて
とても重くて，歩きながら打つ練習には使えな
いことがわかった。練習のために，シンバルの
ジルを借りたい。ナッカーレももう１台借りた
い。
２．トゥナ所長とズルナ奏者の来学
2018年５月26日（土）。10:00 ～ 15:30。音楽教育
講座の北音楽棟３階ホール。
楽譜を配って，練習を開始した。11:00ごろトゥ
ナ所長とズルナ奏者１名が東京から来学し，練習に
参加した。トランペットとズルナは音程が合ってい
て問題は起きなかった。たとえカタカナでルビを
ふってあっても，学生たちはトルコ語での合唱は無
理とわかったので，トゥナ所長がマイクを使って
歌った。パレード当日は，東京在住のトルコ人たち
が歌うことになったが，楽器の音にかき消されてし
まう可能性があるのでマイクを用意することになっ
た。学生たちには，次回の練習までに５曲の旋律を
覚えておくように伝えた。特に，トランペットの学
生は，５曲の旋律が吹けるように練習するように伝
えた。
３．練習の継続
６月15日（金），６月19日（火），７月４日（水）
に，各２時間ぐらいずつ練習をおこなった。
７月４日の練習後に，ナッカーレやジルを宅急便
でインスティトゥートへ送り返した。
４．日本主催とトルコ主催のイベントに出演
これまで別々に練習してきた３つのグループ，①
岡山の学生・教員のグループ，②東京の日本人ズル
ナ奏者２名，③東京のトルコ人の合唱グループが，
リハーサルで初めて合同で演奏をした。問題だった
ナッカーレは，補強が成され持ちやすくなっていた。
７月14日（土）には「トルコ フェスティバル」（主
催：トルコ経済省他），７月15日（日）には「Yokohama
sparkling Twilight 2018」（主催：横浜スパークリン
グトワイライト実行委員会，横浜市，横浜商工会議
所，横浜港振興協会他）に出演した。前者はトルコ，
後者は日本と，両国がそれぞれ主催したイベントに
出演できた意義は大きいと考える。
①７月14日（土）「トルコ フェスティバル」
12：00 リハーサルスタジオ（東京都港区麻布十番）
に現地集合した。
12：00−16：00 リハーサル（途中休憩あり）を
おこなった。
16：00 リハーサル会場から東京都港区芝公園のイ
ンスティトゥートのオフィスへタクシーで
移動した。出演者は，メフテルの衣装に着
替えた。
16：00 インスティトゥートのオフィスから東京都
港区芝公園へ徒歩（数分）で移動した。
ステージでメフテルを演奏した。
演奏終了後に芝公園からホテルへ電車で移
動した。
②７月15日（日）「Yokohama sparkling Twilight
2018」
９：00 朝食後，ホテルを出発し，電車で横浜の山
下公園に移動した。楽器と衣装はインス
ティトゥートが移動した。
12：30 控室のテント入りし，衣装に着替えた。
13：35 パレードスタート位置でスタンバイした。
14：20−14：50 駐日トルコ共和国大使を先頭に
パレードでメフテルを演奏した。パレー
ド終了後ステージへ移動して，スタンバ
イした。
15：35−15：55ステージでメフテルを演奏した。
駐日トルコ共和国大使を囲んで記念撮影
をした。
16：30−17：30 テントに戻り，着替えて解散した。
第６章 メフテル軍楽隊音楽の学生との練習過程
（齊藤）
１．メフテル軍隊音楽の習得可能かどうかの判断
ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京からの
依頼を受けて練習を開始するにあたり，専門の指導
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し，それらの楽譜から，現代聴くメフテルの音楽と
の関連性を模索するように指導した。
　モーツァルトの《トルコ行進曲》（楽譜３）と，
メフテルの音楽とのリズム，アクセントの音の共通
性を，楽譜１，２とともに音符に◯をして示してい
る。
　こうした知識と，実際に耳にする音楽，また楽譜
等から数回の練習過程で徐々に雰囲気なり特徴を掴
み取っていった。
　そして本番2018年，７月14日（土），15日（日）
に行われた東京公演と横浜公演では，トルコ人やト
ルコで実際にメフテル音楽を習得した石田秀幸氏，
鈴木禎氏のズルナとともに，より音響も厚く本格さ
を増した。さらにメフテル・バシュ（隊長，メジャー
バトン）の開始の号令やトルコ語の歌などが直に入
ると，実際に気持ちの高揚とともに雰囲気を味わう
楽しさも増し，素晴らしい演奏に繋がっていったと
考えている。
　学生たちは，相当充実していたという感想を口々
に述べていて，来年も是非参加したいという意欲を
示していた。
第７章　まとめ（齊藤・山本）
　ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京のメフ
テルの募集チラシを見てから６ヶ月。岡山大学教育
学部音楽教育講座でメフテルの立ち上げに参加と決
まってから３ヶ月という短い期間であったが，無事
に演奏を披露することができた。
　プロジェクトのスタート前，第２章で述べたよう
に，教員による問題点の指摘に対してインスティ
トゥートが提示した解決案は納得ができるもので
あった。プロジェクトのスタート後，第５章で述べ
たように，学生による問題点の指摘は，来学したトゥ
ナ所長との話し合いで解決方法を見出した。学生た
ちは，トゥナ所長を始めとするトルコの方々と演奏
という共同作業に，非常に積極的に参加していた。
その後も，彼らは問題点を洗い出し，その都度イン
スティトゥートと共に解決方法を模索し演奏の完成
度を上げていった。その際にはインスティトゥート
のスタッフの水野千夢氏に大変なご助力をいただい
た。学生たちにとってはまさに参加型プロジェクト
となり，最終的に大きな達成感を得たことは自信に
つながったと考える。また，一方では，メフテルを
女性は練習できても公の場での演奏が認められてい
ないなど，文化の違いも学ぶことにもなった。
　その後もすぐさま，いくつかの演奏会のオファー
を戴いたが，残念ながら学事日程と合わず引き受け
ることはできなかった。
　本プロジェクトで，日本の大学生によるメフテル
が可能ということを示すことができたことから，す
でに全国から３大学がメフテルに名乗りを上げてく
ださった。
　ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京の「メ
フテルによる日本とトルコの文化交流」のプロジェ
クトに，音楽教育講座有志の学生たちが寄与するこ
とができたと考えている。
【参考文献】
山本宏子　2017『太鼓の文化誌』東京：青弓社
【参考サイト】
ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京
　 https://tokyo.yee.org.tr/ja/content/yunusuemure-
insuteitouto　（2018年11月18日参照）。
TEMMUZ（トルコ・ラジオ・テレビ協会）
　 http://www.trt.net.tr/japanese/ri-tu-you-hao-noyu-
s h o u - x i a n g /2018 /01 /29 / l a n g - b a o - r i - b e n -
deosumandi-guo-nomehuterujun-le-dui-jie-
cheng-he-899485　（2018年11月18日参照）
写真１　衣装を着けて記念写真（撮影：山本）
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し，それらの楽譜から，現代聴くメフテルの音楽と
の関連性を模索するように指導した。
　モーツァルトの《トルコ行進曲》（楽譜３）と，
メフテルの音楽とのリズム，アクセントの音の共通
性を，楽譜１，２とともに音符に◯をして示してい
る。
　こうした知識と，実際に耳にする音楽，また楽譜
等から数回の練習過程で徐々に雰囲気なり特徴を掴
み取っていった。
　そして本番2018年，７月14日（土），15日（日）
に行われた東京公演と横浜公演では，トルコ人やト
ルコで実際にメフテル音楽を習得した石田秀幸氏，
鈴木禎氏のズルナとともに，より音響も厚く本格さ
を増した。さらにメフテル・バシュ（隊長，メジャー
バトン）の開始の号令やトルコ語の歌などが直に入
ると，実際に気持ちの高揚とともに雰囲気を味わう
楽しさも増し，素晴らしい演奏に繋がっていったと
考えている。
　学生たちは，相当充実していたという感想を口々
に述べていて，来年も是非参加したいという意欲を
示していた。
第７章　まとめ（齊藤・山本）
　ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京のメフ
テルの募集チラシを見てから６ヶ月。岡山大学教育
学部音楽教育講座でメフテルの立ち上げに参加と決
まってから３ヶ月という短い期間であったが，無事
に演奏を披露することができた。
　プロジェクトのスタート前，第２章で述べたよう
に，教員による問題点の指摘に対してインスティ
トゥートが提示した解決案は納得ができるもので
あった。プロジェクトのスタート後，第５章で述べ
たように，学生による問題点の指摘は，来学したトゥ
ナ所長との話し合いで解決方法を見出した。学生た
ちは，トゥナ所長を始めとするトルコの方々と演奏
という共同作業に，非常に積極的に参加していた。
その後も，彼らは問題点を洗い出し，その都度イン
スティトゥートと共に解決方法を模索し演奏の完成
度を上げていった。その際にはインスティトゥート
のスタッフの水野千夢氏に大変なご助力をいただい
た。学生たちにとってはまさに参加型プロジェクト
となり，最終的に大きな達成感を得たことは自信に
つながったと考える。また，一方では，メフテルを
女性は練習できても公の場での演奏が認められてい
ないなど，文化の違いも学ぶことにもなった。
　その後もすぐさま，いくつかの演奏会のオファー
を戴いたが，残念ながら学事日程と合わず引き受け
ることはできなかった。
　本プロジェクトで，日本の大学生によるメフテル
が可能ということを示すことができたことから，す
でに全国から３大学がメフテルに名乗りを上げてく
ださった。
　ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京の「メ
フテルによる日本とトルコの文化交流」のプロジェ
クトに，音楽教育講座有志の学生たちが寄与するこ
とができたと考えている。
【参考文献】
山本宏子　2017『太鼓の文化誌』東京：青弓社
【参考サイト】
ユヌス・エムレ・インスティトゥート東京
　 https://tokyo.yee.org.tr/ja/content/yunusuemure-
insuteitouto　（2018年11月18日参照）。
TEMMUZ（トルコ・ラジオ・テレビ協会）
　 http://www.trt.net.tr/japanese/ri-tu-you-hao-noyu-
s h o u - x i a n g /2018 /01 /29 / l a n g - b a o - r i - b e n -
deosumandi-guo-nomehuterujun-le-dui-jie-
cheng-he-899485　（2018年11月18日参照）
写真１　衣装を着けて記念写真（撮影：山本）
